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エ
リ
ザ
ベ
ス
市
・
北
見
市
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
記
念

エ
リ
ザ
ベ
ス
市
か
ら
の
訪
問
団
を
迎
え
て
！

　

北
見
市
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
五
十
五
周

年
記
念
訪
問
団
と
し
て
、
７
月
16 

日
か
ら
７
月
21 

日
ま
で
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の
保
健
福
祉
部
長
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ガ
ー

リ
ッ
ク
氏
、
商
工
会
議
所
会
頭
の
ジ
ェ
ニ
フ
ア
ー
・
コ
ス
タ

氏
ら
４
人
が
来
北
し
ま
し
た

　

７
月
18 
日
に
は
、
午
前
中
に
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
に
来
訪
い
た
だ
き
ま
し

た
。
二
階
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
て
短

時
間
で
し
た
が
、
ピ
ア
ソ
ン
会
理
事

長
、
吉
田
邦
子
顧
問
、
長
南
幸
子
ピ

ア
ソ
ン
会
ハ
ー
ブ
部
会
長
、
森
下
真

裕
美
牧
師
（
ピ
ア
ソ
ン
会
監
査
）
と

懇
談
を
い
た
し
ま
し
た
。
接
待
は
、

ハ
ー
ブ
部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
邸
は
、
建
て
ら
れ
て
か

ら
今
年
で
百
十
年
が
経
ち
、
ピ
ア
ソ

ン
夫
妻
に
つ
い
て
、
資
料
を
収
集
し

た
り
、
調
査
研
究
を
し
た
も
の
を
展

示
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
た
り
し
ま

し
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の
方
で
は
、

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
つ
い
て
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
作
成
し
た
い
の
で
、
そ

の
英
語
版
の
資
料
を
送
っ
て
欲
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
記
念

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会

　
　
　
　

理
事
長　

中
山　

一
夫

館
の
エ
コ
パ
ッ
ク
を
記
念
品
と
し
て

渡
し
ま
し
た
。

　

７
月
18 
日
の
夕
方
、
18 

時
30 

分
か

ら
は
、
姉
妹
都
市
提
携
五
十
五
周
年

を
祝
う
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
北
見

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
43 
名
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
・
ピ
ア
ソ
ン
会

か
ら
は
、
理
事
長
と
ハ
ー
ブ
部
会
の

増
井
五
夜
子
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
辻
直
孝
市
長
の
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の

ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ガ
ー
リ
ッ
ク
保
健
福

祉
部
長
の
訪
問
団
の
代
表
と
し
て
の

挨
拶
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
互
い
に
交

流
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

記
念
品
の
交
換
で
は
、
北
見
市
は
、

提
携
五
十
周
年
の
時
に
撮
影
さ
れ
た

両
市
長
の
記
念
写
真
を
木
製
の
レ
ー

ザ
ー
彫
刻
写
真
に
し
て
贈
呈
し
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
市
か
ら
は
、
市
民
の
出
身

地
の
国
旗
（
40
ヶ
国
）
や
両
市
の
市

【写真】　ピアソン記念館の２階ゲストルームでの接待後、エリザベス市訪問団との記念撮影。前列左端よりマリー・L・コス

タ（ジェニファー・コスタ会頭のお母様）、小林清美（※）、吉田顧問、クリシュナ・ガーリック、増井五夜子（※）、河田理事、

中山理事長、長南幸子（※）、ジェニファー・コスタ（エリザベス市商工会議所会頭）、後列左より森下真裕美（牧師）ピアソ

ン会監査役、マウリッサ・ストーン（クリシュナ・ガーリック部長の同僚・友人）。

章
を
縫
い
合
わ
せ
た
大
型
キ
ル
ト
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
も
、

北
見
市
と
エ
リ
ザ
ペ
ス
市
の
「
絆
」

が
、
さ
ら
に
強
め
ら
れ
た
訪
問
で
し

た
。
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７
月
20
日
土
曜
日
午
後
１
半
、
姉
妹
都

市
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
訪
問
団
歓
迎
の
恒
例
行

事
「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

辻
北
見
市
長
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
訪
問

団
に
人
気
の
あ
る
可
愛
ら
し
い
小
学
生
、

北
見
市
立
中
央
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
演
奏
「
ハ
イ
ホ
ー
」
で
演
奏
会
の
幕
を

開
け
ま
し
た
。
５
年
前
の
姉
妹
都
市
提
携

50
周
年
記
念
の
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

「
あ
ん
な
小
さ
い
子
た
ち
が
、
大
き
な
楽
器

を
演
奏
す
る
な
ん
て
！
」
と
驚
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
も
目
を
細
め
て

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
３
曲

の
演
奏
を
終
え
る
と
、
大
き
な

拍
手
で
演
奏
を
讚
え
て
い
ま
し

た
。
今
回
も
訪
問
団
の
ハ
ー
ト

を
射
止
め
た
よ
う
で
す
。

　

２
番
目
の
演
奏
は
、
北
見
工

業
大
学
＆
日
本
赤
十
字
北
海
道

看
護
大
学
吹
奏
楽
部
の
演
奏
。

　

北
見
工
大
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
市

の
キ
ー
ン
大
学
と
の
交
流
を
互

い
に
検
討
し
て
い
る
事
も
あ

り
、
訪
問
団
は
興
味
深
く
そ
の

演
奏
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
北
見
赤
十
字
病
院
と
エ

リ
ザ
ベ
ス
市
の
ト
リ
ニ
ス
タ
病

院
と
の
交
流
も
一
部
実
現
し
て

お
り
、
看
護
大
学
へ
の
興
味
も
こ
と
さ
ら

の
よ
う
で
し
た
。

　

２
曲
の
演
奏
、最
初
は
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ー

チ『
ア
ル
セ
ナ
ー
ル
』、次
に『
オ
ー
メ
ン
ズ
・

オ
ブ
・
ラ
ブ
』。
軽
快
な
テ
ン
ポ
で
、
会
場

か
ら
手
拍
子
も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
番
目
の
演
奏
団
体
は
、
北
見
市
立
北

中
学
校
吹
奏
楽
部
。
曲
の
説
明
や
演
奏
内

容
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
自
身
が
日
本
語

と
英
語
で
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、

訪
問
団
も
大
き
く
頷
い
て
説
明
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

演
奏
曲
は
４
曲
、
①
勇
気
の
旗
を
掲

げ
て
、
②
ア
イ
ド
ル
〜
フ
ラ
イ
ン
グ

ゲ
ッ
ト
、
③
ド
ラ
え
も
ん
、
④
イ
ン

ト
ゥ
・
ジ
・
ア
ン
ノ
ウ
ン
。
ド
ラ
え

も
ん
の
演
奏
で
は
、
日
本
の
有
名
な

ア
ニ
メ
と
解
っ
た
よ
う
で
、
手
拍
子
を

と
っ
て
演
奏
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
見
で
は
珍
し
い
程
の
蒸

し
暑
い
日
で
し
た
が
、
三
柏
の
森
に
守

ら
れ
た
木
陰
で
の
演
奏
会
は
、
途
中
雨
の

北見市立中央小学校ブラスバンド部

演奏を見つめる訪問団と市民の皆さん

北見工業大学＆日本赤十字北海道看護大学吹奏楽部

北見市立北中学校吹奏楽部の演奏風景
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【
最
上
段
右
写
真
】【
上
段
右
写
真
】
北
見
吹
奏
楽
団
の
演
奏
の
様
子
。【
左
中
段
写
真
】
北
見
交

響
吹
奏
楽
団
（
Ｋ
Ｓ
Ｂ
）
の
演
奏
、
Ｋ
Ｓ
Ｂ
は
48
年
前
の
１
９
７
６
年
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
へ
の
訪

問
団
と
し
て
参
加
し
、
音
楽
劇
場
に
て
演
奏
会
を
実
施
し
た
団
体
。【
右
中
段
写
真
】
お
礼
を
述

べ
る
ガ
ー
リ
ッ
ク
さ
ん
。【
下
段
右
写
真
】
終
了
後
、
訪
問
団
を
交
え
て
の
記
念
撮
影
。

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
順
調
に
進
行
し
て

行
き
ま
し
た
。

　

４
番
目
の
演
奏
団
体
は
、
社
会
人
の
北
見

吹
奏
楽
団
。
最
初
の
曲
は
、
①
ワ
シ
ン
ト
ン

ポ
ス
ト
。
②
ウ
ィ
ー
・
ア
ー
・
ザ
・
ワ
ー
ル

ド
、
③
銀
河
鉄
道
９
９
９
。
今
回
の
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
型
楽
器
共
同
使
用
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
各
団
体
は
北
見
吹

奏
楽
団
の
も
の
を
使
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
大
変
助
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
や
中

学
生
の
演
奏
の
椅
子
な
ど
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

の
時
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
演
奏
会
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
力
強
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
の
演
奏
は
、北
見
交
響
吹
奏
楽
団（
Ｋ

Ｓ
Ｂ
）。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
演
奏
団

体
は
、
北
見
市
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
市

姉
妹
都
市
提
携
の
頃
に
設
立
さ
れ

た
団
体
で
す
。、１
９
７
６
年
に
は
、

姉
妹
都
市
交
流
親
善
大
使
と
し
て
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の
音
楽
ホ
ー
ル
で

演
奏
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
エ

リ
ザ
ベ
ス
市
か
ら
の
訪
問
団
が
来

訪
す
る
際
に
は
、
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。

　

演
奏
曲
は
、
①
ま
つ
り
、
②
東

京
ブ
ギ
ウ
ギ
、
と
日
本
の
曲
を
演

奏
後
、
こ
の
演
奏
会
の
幕
を
閉
じ

る
最
後
の
曲
と
し
て
、
③
星
条
旗

よ
永
遠
な
れ
、
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
半
の
歓
迎
コ
ン
サ
ー

ト
は
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
途
中
、『
も
し
強
い
雨

が
降
り
始
め
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
訪
問

団
と
観
客
団
を
誘
導
避
難
す
る
か
』
な

ど
、
舞
台
裏
で
は
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
情
報

を
分
析
し
な
が
ら
、
避
難
用
の
車
を
ス

タ
ン
バ
イ
さ
せ
る
な
ど
、
神
経
を
使
う

天
候
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

最
後
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
市

　
　
　
　

の
訪
問
団
を
代
表
し
て
、
ク

　
　
　
　

リ
シ
ュ
ナ
・
ガ
ー
リ
ッ
ク
エ

　
　
　
　

リ
ザ
ベ
ス
市
保
健
福
祉
部
長

　
　
　
　
（
日
本
の
制
度
と
は
違
い
、
薬

　
　
　
　

学
な
ど
の
専
門
資
格
取
得
者

　
　
　
　

の
特
別
職
）
の
、「
お
礼
の
言

　
　
　
　

葉
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
「
こ
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー

　
　
　
　

ト
ー
と
は
両
市
交
流
に
と
っ

　
　
　
　

て
特
別
で
重
要
な
コ
ン
サ
ー

　
　
　
　

ト
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、　

　
　
　
　

更
に
「
今
後
も
永
く
続
く
よ

　
　
　
　

う
」
と
結
び
ま
し
た
。
ピ
ア

　
　
　
　

ソ
ン
夫
妻
の
肖
像
写
真
が
見

　
　
　
　

守
る
中
で
の
姉
妹
都
市
提
携

　
　
　
　

55
周
年
記
念
歓
迎
コ
ン
サ
ー

ト　
　
　

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
　

副
理
事
長
　

伊
藤
　
悟

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
２
４
年
度
全
国
大
会
報
告

　

今
年
の
全
国
大
会
は
、
６
月
29
日
（
土
曜

日
）・
30
日
（
日
曜
日
）
の
２
日
間
、
兵
庫
県

西
宮
市
に
あ
る
関
西
学
院
大
学
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
元
々
は

１
８
８
０
年
創
立
の
組
合
派
神
戸
伝
道
女
学

校
、
１
８
８
８
年
創
立
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
ラ

ン
バ
ス
記
念
伝
道
女
学
校
、
１
８
９
５
年

創
設
広
島
女
学
校
師
範
科
の
三
校
が
源
流
。

１
９
５
０
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
聖
和
女
子

短
期
大
学
、
１
９
６
４
年
に
聖
和
女
子
大
学

を
開
設
。
１
９
７
３
年
、
幼
児
教
育
学
専
攻

と
し
て
は
全
国
初
の
大
学
院
を
開
設
。

　

学
校
法
人
関
西
学
院
と
は
同
じ
メ
ソ
ジ
ス

ト
派
の
学
校
を
源
流
に
持
ち
、
関
西
学
院
大

学
の
西
宮
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
地
理
的
に

も
近
く
、
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
・

イ
ザ
ベ
ラ
・
ラ
ン
バ
ス
が
関
西
学
院
の
創
立

者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ラ
ン

バ
ス
の
母
親
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
姉
妹
校
の

関
係
で
し
た
。
２
０
０
６
年
、
聖
和
大
学
・

関
西
学
院
の
双
方
の
学
長
・
理
事
長
会
見
で
、

両
学
校
法
人
の
合
併
協
議
を
開
始
、
合
併
後

は
学
校
法
人
関
西
学
院
を
存
続
法
人
と
し
て

資
産
を
移
し
、
２
０
０
８
年
に
学
校
法
人
聖

和
大
学
は
解
散
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
現
在

は
教
育
学
部
や
幼
稚
園
、
短
期
大
学
が
立
地
。

　

こ
の
中
で
会
場
と
な
っ
た
４
号
館
（
ダ
ッ

ド
レ
ー
チ
ャ
ペ
ル
）
や
図
書
館
な
ど
、ヴ
ォ
ー

リ
ズ
建
築
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
門
を
隔
て
て
隣
接
地
に
は
、
神
戸

聖和キャンパスの案内マップ

女
学
院
（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
12
棟
が
「
重
要

文
化
財
・
神
戸
女
学
院
」
の
名
称
で
一
括
し

て
重
要
文
化
財
に
指
定
）
が
あ
り
、
関
西
学

院
大
学
の
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
み
、
ま

さ
に
こ
の
地
域
は
「
西
宮
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
・
ヒ

ル
ズ
」
と
命
名
（
㊟
Ｖ
Ｎ
W
）
さ
れ
、
今
回

の
全
国
大
会
は
、
こ
の
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
中
心
と
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

㊟
Ｖ
Ｎ
W
は
、「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ

　
　
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
団
体
名
の
略
称
。

　
　

大
会
当
日
、
１
万
２
０
０
０
歩
歩
く

　

当
日
の
朝
、
関
西
学
院
大
学
上
ヶ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
写
真
展
」
を
鑑
賞
し
て
か

ら
と
思
い
、
甲
子
園
駅
か
ら
博
物
館
へ
と
向

か
い
、
16
年
振
り
に
懐
か
し
い
時
計
台
塔

0

0

0

0

を

目
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
図
書
館
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
博
物
館
。
入

り
口
に
は
、
写
真
展
の
案
内
ポ
ス
タ
ー
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
が
「
写
真
展
」
の
メ
イ
ン

の
写
真
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、『
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
の
知
名
度
も
一
気
に
上
が
っ
た
っ

か
な
？
』
と
。

　

写
真
展
の
鑑
賞
後
、
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
ま

で
、
す
れ
違
う
人
に
尋
ね
尋
ね
歩
い
て
い
き

ま
し
た
。
20
分
ほ
ど
歩
く
と
、
上
記
図
の
聖

和
キ
ャ
ン
パ
ス
に
何
と
か
辿
り
着
き
（
蒸
し

暑
さ
も
あ
り
水
を
飲
み
飲
み
…
…
）
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
総
会
開
催
の
午
前
中
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
た
、「
神
戸
女
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス

散
策
」
の
グ
ル
ー
プ
が
、
田
淵
結
Ｖ
Ｎ
W
事

務
局
長
（
現
神
戸
女
学
院
監
事
）
の
案
内
で
、

神
戸
女
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
向
か
う
と
こ
ろ

で
し
た
の
で
、
私
も
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
戸
女
学
院
へ
も
16
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な

り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
繋

ぐ
ゲ
ー
ト
を
通
り
、
グ
ラ
ン
ド
で
ホ
ッ
ケ
ー

の
練
習
す
る
女
学
生
の
声
を
聞
き
な
が
ら
講

堂
（
Ｖ
Ｎ
W
の
第
２
回
全
国
大
会
会
場
）
の

前
で
、
重
要
文
化
財
の
建
物
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
第
２
回
大
会
で
宿
泊
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
、
ケ
ン
ウ
ッ
ド
館
（
重
要
文
化
財
）

に
現
在
は
宿
泊
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

 　

講
堂
の
中
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
ソ
ー

キャンパスとキャンパスを繋ぐゲート

ル
・
チ
ャ
ペ
ル
の
厳
か
な
雰
囲
気
に
触
れ
、

図
書
館
へ
と
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
、
こ
の
神
戸
女
学
院
で
使
用

さ
れ
て
い
た
ド
ア
の
取
っ
手
な
ど
の
展
示
が

あ
っ
た
の
で
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
取
っ
手

と
の
比
較
の
た
め
に
写
真
を
写
し
、
撮
影
お

礼
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
寄
付
金
を
募
金
箱
へ

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

散
策
も
終
わ
り
。
昼
に
は
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
で
幹
事
会
が
行
わ
れ
、
午
後
１
時
か
ら
の

総
会
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
総
会
の
議
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
、
総
会
の
様
子
の
写
真

撮
影
は
残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

総
会
は
何
事
も
な
く
無
事
に
終
了
し
、
総

会
後
予
定
の
講
演
は
14
時
か
ら
開
催
。
今
回

は
、「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
教
育
設
計
」
と
題
し
て
、

関
西
学
院
大
学
建
築
学
部
准
教
授
・
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
あ
る
谷
口
真

紀
氏
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

散策参加者に資料を配布する田淵ＶＮW事務局長

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
書
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
Ｖ
Ｎ
W
と
い
う
集
ま

時代を感じるドアの取っ手参加者会員（総会前）



　　ピアソン便り第 117 号　　2024. ７.31５

　

６
月
22
日
土
曜
日
午
後
５
時
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ら
、
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〜
懐
か
し
の
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
〜
「
思
い
出
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
題
し
て
、
旭
川
市
在
住
の
鹿
野
誠
一
さ
ん

を
招
い
て
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

演
奏
者
の
鹿
野
さ
ん
は
、
現
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
が
児
童
相
談
所
と
し
て
使
わ
れ
た
時
代

に
、
相
談
所
の
職
員
と
し
て
住
み
込
み
で
働

い
て
い
た
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
幼
児
期
か

ら
中
央
小
学
校
入
学
ま
で
の
数
年
間
を
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
で
暮
ら
さ
れ
た
方
で
す
。
そ
の

後
、
本
人
も
福
祉
関
係
の
仕
事
に
付
く
傍
ら
、

中
学
生
時
代
に
始
め
た
ギ
タ
ー
を
、
50
歳
の

時
に
本
格
的
に
再
開
。
シ
ニ
ア
ギ
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
２
位
。
日
本
ギ
タ
ー
連
盟
主
催
ギ
タ
ー

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
金
賞
、
旭
川
市
新
人
音

楽
賞
の
受
賞
歴
に
加
え
、
病
院
や
福
祉
施
設

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
な
ど
も
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
コ
ロ
ナ
禍
後
、
初
め
て
会
場
の
定

員
を
40
名
に
増
や
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
予

約
受
付
開
始
後
す
ぐ
に
満
席
に
な
る
盛
況
で
、

演
奏
は
フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
ィ
の
「
ア
リ
ア
と

変
奏
」
か
ら
始
ま
り
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
に
敬

意
を
込
め
て
賛
美
歌
「
い
つ
く
し
み
深
き
」、

よ
く
知
ら
れ
た
「
愛
の
ロ
マ
ン
ス
」
や
「
ア

ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」
な
ど
の
ギ
タ
ー
の

名
曲
他
、
ス
ペ
イ
ン
や
南
米
の
曲
を
演
奏
。

途
中
、
幼
少
期
に
暮
ら
し
た
ピ
ア
ソ
ン
館
の

様
子
な
ど
の
話
を
交
え
な
が
ら
、
い
つ
も
よ

り
は
少
し
長
い
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
、
来
場
者
は
貴
重
な
話
も
聞
け
る

時
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
コ
ー
デ
ネ
ィ
ト
し
て
く
れ
た
、
北
見
市

で
ギ
タ
ー
教
室
を
主
催
し
て
い
る
森
元
裕
太

さ
ん
が
賛
助
出
演
し
、
独
奏
の
他
、
鹿
野
さ

ん
と
二
重
奏
を
し
ま
し
た
。

【
写
真
】
終
了
後
拍
手
を
受
け
る
奏
者
の
二
人

り
の
中
で
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
設
計
を
教
育
理

念
で
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
方
は
少
な
い
事

も
あ
り
、
素
晴
ら
し
く
新
鮮
で
「
な
る
ほ
ど
、

そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
頷
け
る
点
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
物
設
計
哲
学
が
人

間
教
育
と
い
う
面
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
気
持
ち
が
す
っ
き
り
と
し
た

図書館の明り取りの窓

講
演
の
内
容
で
し
た
。

　

次
に
15
時
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
見
学
会
。「
西
宮
市
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
・
ヒ

ル
ズ
と
は
」、
こ
の
地
域
一
帯
を
『Vories 

H
ills

』
と
命
名
し
た
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
建
築
を
散
策
し
、
山
形
政
昭
幹
事
。、
石

田
忠
範
幹
事
の
解
説
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
で
は
窓
が
そ
の

建
物
に
対
す
る
大
き
な
役
割
と
特
徴
を
生
ん

で
い
る
と
思
っ
（
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
も
同
様
）

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図

書
館
も
、
絶
妙
な
雰
囲
気
の
窓
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
は
、
関
西
学
院
大
学
上
ヶ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
懇
親
会
で
は
、
永
年
Ｖ
Ｎ
W
で
活

動
さ
れ
た
石
田
忠
範
幹
事
へ
記
念
品
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。
永
年
ご
苦
労
様
で
し
た
。

記念品を受け取る石田夫妻
　

懇
親
会
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
館
館
長
の

薮
秀
実
氏
の
名
司
会
で
進
め
ら
れ
、
各
団
体

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
今

日
の
大
会
で
講
演
を
さ
れ
た
谷
口
真
紀
氏
が

所
属
す
る
関
西
学
院
大
学
建
築
学
部
・
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
紹
介
も
あ
り
、

今
後
、
建
築
学
の
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
学
（
教
育
学
的
な
面
を
含
め
）
と
い
う

広
い
視
野
か
ら
の
研
究
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と

の
大
き
な
期
待
を
抱
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
30
日
は
、
宝
塚
市
雲
雀
丘
に
あ
る

「
高
碕
記
念
館
」
を
訪
問
し
、
山
形
Ｖ
Ｎ
W
幹

事
の
丁
寧
な
解
説
で
館
内
を
一
巡
し
ま
し
た
。

　

紙
面
の
関
係
で
こ
の
高
碕
記
念
館
の
歴
史

や
建
物
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。https://takasaki-ts.com

　

館
内
に
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
他
の
建
築
作

品
を
紹
介
す
る
模
型
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
あ
り
、
多
く
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
に
触
れ

る
事
も
で
き
ま
す
。

　

有
意
義
な
全
国
大
会
で
し
た
。

東洋食品研究所伊福部長より説明を受ける（有）景観模型工房製作各種ヴォーリジ建築展示

第
41
回
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ソ
ン
会
理
事　

玉
置　

義
弘

　
〜 

懐
か
し
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館 

〜

鹿
野
誠
一
の

「
思
い
出
コ
ン
サ
ー
ト
」
報
告
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編 

集 

後 

記

　

今
年
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、「
北
見
市
・
エ
リ
ザ

ベ
ス
市
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
記
念
事
業
」
に

於
け
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
か
ら
の
訪
問
団
受
け
入

れ
行
事
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
全
国
的
な
酷

暑
で
の
各
種
行
事
で
し
た
の
で
、
健
康
面
で
の

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
協
力
で
何
と

か
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
に
関
わ
る
人
々
と
団
体
で

組
織
さ
れ
た
Ｖ
Ｎ
W
（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
総
会
が
、
６
月
29
日

（
土
）・
30
（
日
）
と
、
大
阪
の
関
西
学
院
西
宮

聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
参
加
報
告
を

掲
載
し
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
こ
の
関
係
で
関

西
学
院
大
学
建
築
学
部
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
角
野
教
授
と
谷
口
准
教
授
が
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
に
来
館
予
定
で
す
。
楽
し
み
で
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
素
晴
ら

し
い
演
奏
で
好
評
で
し
た
。
加
え
て
奏
者
の
鹿

野
さ
ん
は
幼
少
の
頃
、
こ
の
ピ
ア
ソ
ン
館
（
当

時
は
児
童
相
談
所
）
に
母
親
と
住
ん
で
い
た
の

で
、
そ
の
思
い
出
話
し
も
た
く
さ
ん
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
貴
重
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
も
夏
バ
テ
な
の
か
、
外
付
け
の
Ｓ

Ｓ
Ｄ
が
原
因
不
明
で
読
み
取
れ
な
く
な
り
、
札

幌
で
ピ
ア
ソ
ン
便
り
編
集
予
定
で
デ
ー
タ
を

持
っ
て
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
部
読
み
取

れ
な
く
な
り
ダ
ウ
ン
。
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
46
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
４
・
５
・
31
（
金
）　　

◆
こ
ん
な
に
朝
早
く
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

皆
さ
ん
が
北
見
駅
で
の
お
見
送
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
札
幌

へ
、
安
心
の
う
ち
に
心
地
よ
い
旅
が

で
き
ま
し
た
。
北
見
で
は
お
心
遣
い

を
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々

の
お
も
て
な
し
に
対
し
て
も
感
謝
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ご
健
康
で
、

ま
た
の
機
会
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

感
謝
と
と
も
に
ご
き
げ
ん
よ
う
。　

　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
４
・
６
・
１
（
土
）

　
　

札
幌
に
安
着　
　

◆
ご
返
信
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
札
幌
も
良
い
天
候
に
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
日
、
北
見
駅
で
写
し
た
写
真
を
送

り
ま
す
。
感
謝
し
つ
つ

　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
４
・
６
・
18
（
火
）

　
　

誕
生
日
メ
ッ
セ
ー
ジ
感
謝　
　

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

◆
昨
日
は
、
大
学
の
同
僚
の
ご
馳
走

に
与
か
り
ま
し
た
。
そ
の
日
が
私
の

誕
生
日
だ
な
ん
て
、
誰
も
知
ら
な

か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
皆
が
驚
い

て
、
ま
た
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

◆
先
日
、
中
島
公
園
へ
行
き
ま
し
た
。

お
祭
り
の
雰
囲
気
も
楽
し
み
ま
し

た
。
木
曜
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

へ
向
か
い
ま
す
の
で
、
準
備
も
進
ん

で
い
ま
す
。
札
幌
も
ま
た
楽
し
か
っ

た
で
す
。

◆
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
お
元

気
で
。

２
０
２
４
・
６
・
23
（
日
）

◆
来
月
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
か
ら
の
訪
問

団
を
お
迎
え
す
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

に
も
ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々
に
も
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
す
ね
。
来
北
の
成

果
は
ま
ち
が
い
な
く
あ
り
ま
す
。

◆
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
帰
路
は

ま
っ
た
く
順
調
で
し
た
。
長
時
間
の

夜
間
飛
行
の
疲
れ
も
、
今
は
ほ
と
ん

ど
回
復
し
ま
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

空
港
で
出
迎
え
の
弟
マ
ー
レ
イ
に
会

い
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
弟
の
家

で
は
姉
の
ジ
ュ
デ
ィ
に
も
会
い
ま
し

た
。
フ
ァ
ン
ガ
ポ
ア
ロ
ア
の
自
宅
へ

は
、
マ
ー
レ
イ
の
カ
ー
ポ
ー
ト
に
置

い
て
あ
っ
た
自
分
の
車
で
帰
り
ま
し

た
。

◆
家
で
は
全
て
が
元
ど
お
り
で
す
。

庭
の
マ
ン
ダ
リ
ン
（
中
国
原
産
の
み

か
ん
・
写
真
）
の
樹
に
は
た
く
さ
ん

の
実
が
つ
い
て
ま
す
。
今
、
い
く
つ

か
食
べ
た
と
こ
ろ
で
、
美
味
し
い
で

す
。

◆
北
見
の
皆
さ
ん
方
、
夏
の
気
温
上

昇
の
中
で
、
お
変
わ
り
な
く
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
に
。
感
謝
を
も
っ
て　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

【
写
真
左
】　

た
わ
わ
に
実
っ
た
マ
ン
ダ
リ
ン

の
実
。

◎　開催日時：2024 年９月 23 日 ( 月 )　午前の部（10 時〜 12 時 ８名）・午後の部（13 時〜 15 時７名）

◎　開催場所　：ピアソン記念館２階
◎　講　　師　：増井五夜子氏ほかピアソンハーブ部会員
◎予約チケット：材料費として 1,800 円。（９月１日よりピアソン会にて予約受付、電話可）。
◎問い合わせ　：NPO 法人ピアソン会（電話 0157-31-1215）ピアソン記念館☎ 23-2546

ボタニカルキャンドル作り
第 42 回文化サロン de ピアソン


